
富山県総合運動公園の民間活力導入に向けた社会実験の結果概要

富山県総合運動公園（以下、「県総」という。）の更なる魅力向上のため、
民間事業者の提案事業を試験的に実施し、集客性や採算性を確認するととも
に、官民が一体となって具体的かつ実現性の高い魅力向上事業の内容や事業
条件を検討するもの。

実施目的

令和７年６月11日（水）
～10月31日（金）

募集期間

令和７年７月11日（金）
～令和８年２月１日（日）

実施期間

２件（詳細は次項）

実施事業数



事業の実施状況①

「カターレ富山オープントレーニングデイ＠県総」企画名

株式会社カターレ富山

実施主体
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令和7年10月11日（土）10～12時

実施日時

事業目的

事業内容

• トップチーム練習の一般公開
• 来場者向けファンサービスの実施
• 軽食及び飲料の販売

利用者

400人

富山県総合運動公園でカターレ富山
の公開練習を実施し、年間19回の
ホームゲームに限らず、日常的な人
の流れや賑わいの創出を図る。

ターゲット層

• カターレ富山のファン・サポーター
• 散歩やランニング目的の来園者
• 近隣の住民、園児、児童

実施結果

小雨の天候にもかかわらず、カ
ターレ富山のファン・サポーター
を中心に多くの来場があり、試合
以外でも魅力のあるコンテンツと
して人の流れを生み出し、採算性
確保の可能性が確認された。



事業の実施状況②

「ネイチャーウォークラリー及びたき火イベント」企画名

とやまみどりの推進協議会

実施主体

富山県総合運動公園の民間活力導入に向けた社会実験の結果概要

令和7年12月20日（土）10～15時

実施日時

事業内容

• ネイチャーウォークラリー
（公園内で歩きながら落ち葉や木の実など
採集し鉛筆立てを工作）

• たき火

利用者
85人

• 多様な植生を持つ本公園の魅力を
知ってもらう。

• 閑散期の公園利用の意欲を創出する。
• 冬場の屋外イベントとして子どもの

体力づくりにも寄与する。

ターゲット層

• 未就学児及び小学校低学年の子ども
並びにその家族

実施結果

事業目的

• ネイチャーウォー
クラリー：24人

• たき火：61人
ウォークラリー形式で親子の参加
者に楽しんでもらうことができた。
許可の下、火気が使用できること
で、公園の使い方の可能性が広が
り自由度が高められた。



利用者アンケートの結果

来園者を対象に、紙媒体への記入またはWEB（Microsoft Forms）入力実施方法

回収数
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• 年齢層は、①は30代～50代が多い一方、②は30代に次いで10代以下の利用が多い結果となった。
居住地は、①②ともに富山市が最も多く、次いで射水市が多い。

• 交通手段は、①②ともに自家用車の利用が最も多く、自分で運転する場合と誰かに乗せてもら
う場合を合わせると、①②どちらも自家用車の利用は95％以上となっている。

• 利用サービスの満足度※1は①②ともに90％を超える。利用サービスの継続希望※2も同様に、
90％を超える。

• 満足度、継続希望ともに高かったことから、県総における新たなイベントの需要は確認できた。
一方で、広報や採算性に課題もみられた。
※1：「満足」、「どちらかというと満足」の合計。 ※2：「継続してほしい」、「どちらかというと継続してほしい」の合計。

①「カターレ富山オープントレーニングデイ＠県総」 ：125件

②「ネイチャーウォークラリー及びたき火イベント」 ：26件

結果概要
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民間活力導入に向けた課題や要望
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企画ごと
の課題

①「カターレ富山オープントレーニングデイ＠県総」

• SNSの活用により、効率的・効果的に広報がなされ多数の集客につながった。
サポーターなど、チームのイベント等に対する強いニーズを持つ層へのリー
チが重要である。

• 恒常的にトップチームの練習場所として活用する場合、芝生管理や施設等の
環境整備が必要となる。

今後の
予定

次期指定管理者の公募にあたり、今回得られた成果や課題等を踏まえた上で、募集
要項において、県総の魅力向上やサービス向上のための積極的な提案を求める項目
等の設定を検討する。

②「ネイチャーウォークラリー及びたき火イベント」

• 材料費や諸雑費、人件費の負担が大きく、採算性に課題がある。参加費や所
要時間と、コンテンツのバランスに改良の余地がある。

• 広大な敷地の公園内において、イベントの認知及び利用促進につながるよう
なサービスの提供場所を設定することが必要である。

全体の
課題

いずれの企画も満足度、継続希望ともに高く、県総の魅力創出や価値向上のための
新たなコンテンツとして期待できる。一方、採算性については課題が残るものの、
広報等による集客数の確保や広告等の収益事業の併用など、改善の余地がある。
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